
（　単位：千円　）

1
継
続
２

交
流
・
定
住

愛宕山と小清水などを生かした
地域活性化事業

小清水自治区・漆窪
自治区

ソフト 210 167

　地域にある愛宕山や清水に人を呼び込むことで、交流人口の拡大と
地域の活性化に取り組む。活動にあたっては、地元地域おこし協力隊
（OB）との連携により実施するとともに、従来より交流のある富士ソフト
(株)や駒沢女子大学との交流も深める。
・清水や四阿周辺の整備

R2.4.1～
R3.2.10

西会津町

2
継
続
2

交
流
・
定
住

金山ふるさと回帰懐かし塾
金山町大字玉梨地
区

ソフト 1,400 1,078

　金山町玉梨地区の「旧玉梨小学校」を拠点として、昔懐かしい昭和の
遊びや風習などを感じるイベントを開催することで、地域愛の醸成や人
との繋がりを深める取組を行う。あわせて、空き家を地元に残る文化財と
考え、空き家の再生・利活用の勉強会を開催する。
・昭和の体験プログラム「懐かし塾」の開催（通年）
・懐かし塾祭の開催（夏季）
・「金山町 町の肖像」を活用した交流（塾祭と同時開催）
・空き家となっている「まがり家」の有効活用に向けた勉強会の開催

R2.4.1～
R3.3.31

金山町

3
新
規

産
業
振
興

大戸”笹え合い”のまちづくり事
業

大戸まちづくり協議
会

ソフト 466 330

　「大学生の力を活用した集落復興支援事業」により開始した、地域の
竹を活用した「OOTOプロジェクト」の実効性を高めるため、大戸地域の
課題を検討し新たな地域ビジョンを策定するとともに、住民福祉や産業
振興等の取組を行う。
・ワークショップによる大戸地域ビジョンの策定（集落等再生計画策定事
業）
・高齢者の見守り支援体制づくり、ベンチ設置によるコミュニケーション
の場づくり
・会津短大生と連携した竹の伐採から加工、楽器づくりの体験等のメ
ニューづくり
・保育園、小中学校と連携した子育て環境づくりの検討、竹細工教室の
開催

R2.7.1～
R3.3.31

会津若松市

4
新
規

環
境
・
景
観

下柴二季さくら植樹事業
下柴行政区

ソフト 2,945 2,349

　地区を流れる姥堂川沿いの道路に、景観整備や鳥獣害対策のため、
二季咲（春・秋）の桜を植樹し、地域内外の住民の憩いの場を創出す
る。植樹場所を隣接地域を含めた4地区の中心部とすることで、周辺地
区も含めた地域活性化を図る。
・植栽地の整地、管理
・地元小学生による記念植樹イベントと課外学習の開催
・植樹報告会の開催

R2.4.1～
R3.1.7

喜多方市

5
新
規

環
境
・
景
観

ザル菊植栽による中村区活性
化事業

会津坂下町中村自
治区

ソフト 1,301 1,027

　耕作放棄地の発生防止のため、町の花である菊を遊休農地に植栽
し、景観整備と関係・交流人口の拡大、地区住民の交流による地域活
性化を図る。
・ザル菊の植栽と観光ツアー開催
・ザル菊展望台、観賞用看板、地区内周遊看板の設置

R2.4.1～
R3.1.31

会津坂下町

（会津地方振興局）

令和２年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果報告書（集落等活性化枠）
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6
新
規

交
流
・
定
住

集落連携による地域おこし事業
北田地区、佐野地
区、堂畑地区

ソフト 0 0

　共通の地域課題をもつ集落同士が、大学生等の若者や外からの力を
活用しながら連携し、ワークショップや地域内の子ども向けイベント等を
開催することで、集落の活性化を図る。
・福島大の学生による聞き取り調査、子ども達等による地域資源マップ
作成（北田・佐野地区のみ）
・集落住民のワークショップの開催
・子ども教室等イベントの開催
・道の駅でのマルシェ、フリーマーケットの開催
・SNSによる集落の地域活動や風景の情報発信

R2.4.1～
R3.3.31

湯川村
R2.11.30付け
事業廃止

7
新
規

計
画
策
定
事
業

本村地域活性化協働計画策定
事業

本村行政区 ソフト 0 0

　　「大学生の力を活用した集落復興支援事業」により、フットパスコース
検討や首都圏での農産物販売手法の検討で交流を深めた獨協大学の
学生とともに、フットパスを柱とした集落活性化策を検討し、地域づくり計
画を策定する。
・専門家の助言を受けたフットパス事業の見直し
・フットパスコースの開発整備計画の検討
・農業・自然体験等のフットパス事業の付加価値を高める関連事業の検
討
・「ほんそんの米」の販売実証実験とニーズ調査
・全体事業計画、年度事業計画の策定
（フットパス：森林や田園地帯、古い町並みなどの昔からあるありのまま
の風景を楽しみながらゆっくり歩くこと（Foot）ができる小径（Path）のこ
と）

R2.4.1～
R3.3.31

喜多方市
R2.11.2付け
事業廃止

会津　7件 6,322 4,951累計


